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【年通号数】公開・登録公報2009-031
【出願番号】特願2008-555331(P2008-555331)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7125   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/712    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  21/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7125  　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/18    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/26    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/712   　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
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   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/20    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/14    　　　　
   Ｃ０７Ｈ  21/04    ＺＮＡＢ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月15日(2010.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　５’ＴＬＲ活性化ドメインおよび少なくとも二つのパリンドローム領域を含む免疫賦活
オリゴヌクレオチドであって、一つのパリンドローム領域が少なくとも６ヌクレオチド長
の５’パリンドローム領域でありかつ直接的またはスペーサーを通じてのいずれかにより
少なくとも８ヌクレオチド長の３’パリンドローム領域に接続されており、当該オリゴヌ
クレオチドは少なくとも一つのＹｐＲジヌクレオチドを含み、かつ当該オリゴヌクレオチ
ドは
Ｔ*Ｃ＿Ｇ*Ｔ*Ｃ＿Ｇ*Ａ*Ｃ＿Ｇ*Ｔ*Ｔ*Ｃ＿Ｇ*Ｇ*Ｃ*Ｇ*Ｃ＿Ｇ*Ｃ*Ｇ*Ｃ*Ｃ*Ｇ（配列
番号３３５）
ではない、免疫賦活オリゴヌクレオチド。
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